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※はじめに

◆ご使用になる前にこの取扱説明書を必ずお読み下さい。お読みになった後も装置の近くの見

やすいところに大切に保存して下さい。

◆製品の仕様、外観、性能は改良のため予告なく変更されることがあります。また、本書に記

載された内容も予告なく変更される場合がありますので、あらかじめご了承願います。

※保証及び責任の範囲について

◆本装置の保証期間はご購入いただいた日から１年間です。

◆下記のような場合には、保証期間中であっても有償修理となりますので、あらかじめご了承

願います。

●誤操作による故障、又は損傷。

●火災、地震、水害、落雷、その他天災地変による故障、又は損傷

●不適切な環境での使用による故障、又は損傷

●納品後に本体落下、輸送による故障、又は損傷

●弊社以外での修理、又は改造をした場合。

◆本書に記載した内容は慎重に検討していますが、万一その内容に不備があった場合にはご容

赦願います。

◆この取扱説明書に記載されている注意事項や、操作方法を守らなかった結果に基づく損害に

つきましては、弊社では責任を負いかねますのでご了承願います。



安全上のご注意
●ご 使用 の前 にこの安全 上の注意 をよ くお 読み の上、正し くお使い 下さ い

● こ こに 示 し た 注意 事 項 は 、計 器 を 正 しく お 使 い 頂、 あ な た や他 の 人 々 の危

害 や損 害 を 未 然 に 防 止 す るた め の も ので す 。 ま た注 意 事 項 は危 害 や 損 害の

大 きさ と 切 迫 の 度 合 い を 明示 す る た めに 、 誤 っ た取 り 扱 い をす る と 生 じる

こ と が 想 定 さ れ る 内 容 を 、「 危 険 」 「 警 告 」 「 注 意 」 の ３ つ に 区 分 し

て いま す。 いずれも安 全に関す る内 容で すの で、必ず守 って下さ い。

危険：人が死亡又は重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容

警告：人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容

注意：人が損傷を負う可能性及び物的損害のみの発生が想定される内容

危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

禁止の行為であることを告げるものです。

行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

警告 修理者以外の人は絶対に分解したり修理改造は行わないで下さい。感電や

損傷の恐れがあります。

点検や修理の際は必ず電源スイッチや警報スイッチを切って下さい。感電

や誤動作の原因になります。

アースは確実に配線して下さい。故障や漏電のとき、感電する恐れがあり

ます。

配線工事は電気設備技術基準や内線規定に従って、正しく行って下さい。

誤った配線工事は、感電や火災の原因となります。

注意 長期間ご使用にならないときは、必ず電源スイッチを切って下さい。絶縁

劣化による感電や漏電の原因となります。

運転中「計器」表面スイッチ、ボリューム 「裏面」端子台等さわらない

で下さい。誤動作の原因となります。

計器に異常が見られた場合は、事故防止のため電源スイッチを切り、ご注

文先に必ず連絡し点検、修理をご依頼下さい。

※記載事項に従わない場合

本書に記載されている事項に対する警告に従わない場合、弊社はいかなる責務に付いて

も責任を負いません。
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1.仕様

品 名 GR-1A MR-1A
測定対象 pH ORP
温度範囲 0～60℃
端 末 1.25Y-4相当品

ガラス膜 常温用

リチウム系
-----------

金 属 膜 ---------- Au
比較電極 Ag-AgCl電極

内 部 液 3.3mol/L KCl
液絡種類 セラミック

使用圧力 大気圧

2.品名一覧

GR-1A-1 pH電極 ケーブル長3m
GR-1A-2 pH電極 ケーブル長5m
GR-1A-3 pH電極 ケーブル長8m
GR-1A-4 pH電極 ケーブル長特殊

GR-1AT1-1 pH電極 温度補償Cu500Ωケーブル長3m
GR-1AT1-3 pH電極 温度補償Cu500Ωケーブル長8m
GR-1AT1-4 pH電極 温度補償Cu500Ωケーブル長特殊

GR-1AT2-1 pH電極 温度補償10kΩケーブル長3m
GR-1AT2-3 pH電極 温度補償10kΩケーブル長8m
GR-1AT2-4 pH電極 温度補償10kΩケーブル長特殊

GR-1AT3-1 pH電極 温度補償Pt1kΩケーブル長3m
GR-1AT3-2 pH電極 温度補償Pt1kΩケーブル長8m
GR-1AT3-4 pH電極 温度補償Pt1kΩケーブル長特殊

MR-1A-1 ORP電極 ケーブル長3m
MR-1A-2 ORP電極 ケーブル長5m
MR-1A-3 ORP電極 ケーブル長8m
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3.構造
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仕用圧力　大気圧
仕用温度　組み合わせ電極、及びホルダー材質により異なります。

通気穴
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4.電極の取付

電極の取付には弊社製TK-2取付金具（別売）を御使用下さい。

4.1.設置例

電極は次の点を考慮の上設置して下さい。

１ 標 準 液 の 校 正 、 電 極 の 交 換 等 保 守 点

検 の 容 易 な 場 所

２ 液 面 が 変 動 し て も 、 電 極 先 端 は 常 に

液 の 中 に あ る こ と

３ 振 動 の 少 な い 場 所

４ 液 が 大 地 に 対 し 電 位 を 持 た な い こ と

５ モ ー タ ー 等 の 誘 導 障 害 を 及 ぼ す 機 器

と は 、 離 れ て い る 場 所

4.2.取付方法

アームを槽のふちにM8ボルト又はホ

ールインアンカー等で固定して下さ

い。

電極と金具1、2を付属Uボルトで取り

付けて下さい。

電
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ホルダー長：0.4m～2m

金具1
金具2

アーム
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4.3.寸法図

4.4.取付金具仕様

型名 TK-2
品名 電極取付金具

材質 SUS304
適合ホルダー径 φ34
付属品 M10×25A (1inch) Uボルト 2個, M10ナット 4個, M10バネ座金 4個
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5.電極の保守

電極は被検液に含まれる有機質、無機質で表面がおおわれますと、被検液の変化に対し応答が遅くなり、

誤差を生じます。またガラス製品のため振動、衝撃に対しても弱いので、取扱いには十分注意して下さい。

5.1.洗 浄

◎ 電 極 先 端 部 を 脱 脂 綿 に 清 水 を 漬 け 、 静 か に こ す っ て 下 さ い 。

◎ 除 き に く い 時 は 石 鹸 水 、 中 性 洗 剤 を 脱 脂 綿 に 漬 け 、 電 極 を こ す り 洗 浄 後 は

水 で よ く 洗 っ て 下 さ い 。

◎ 汚 れ が ひ ど い 時 は 1/10N塩 酸 に 約 ５ 分 位 浸 漬 し 、 そ の 後 純 水 で よ く 洗 っ て 下

さ い 。

◎ 洗 浄 の 頻 度 と 方 法 は 汚 染 の 状 態 で 決 め て 下 さ い 。 通 常 は 週 １ 回 程 度 を 理 想

と し ま す 。

5.2.内部液の補充

◎ 電 極 ホ ル ダ ー の 内 部 液 は 被 検 液 の 中 に 徐 々 に 流 出 し 減 少 し ま す の で 、 KCl
（ 塩 化 カ リ ュ ウ ム ） 溶 液 を 補 充 し て く だ さ い 。

◎ 内 部 液 は 3.3mol/l KCl溶 液 で す 。（ １ lの 純 水 に 246gの KClを 溶 か し た も の 。）

5.3.絶縁の点検

◎ 電 極 リ ー ド 線 の 端 子 が 地 面 や 、 床 に 接 触 し て は い な い か 。

◎ GLASS端 子 部 が 汚 れ て い な い か 。

5.4.寿 命

◎ ガ ラ ス 電 極 で は ガ ラ ス 膜 の 腐 食 、 内 部 液 の 変 質 、 内 部 電 極 の 劣 化 等 、 金 属

電 極 で は 電 極 表 面 の 汚 染 、 金 箔 の は が れ 等 が 原 因 と し て 考 え ら れ ま す 。

◎ 期 間 は 大 体 6～ 12ヶ 月 程 度 で す 。（ 液 温 、 液 の 性 質 等 に よ り 大 幅 に 変 化 し

ま す 。）

◎ 本 電 極 は 二 酸 化 マ ン ガ ン ・ リ チ ュ ウ ム 電 池 ( CR1220 T10 )を 内 蔵 し て い ま 。

電 池 の 電 圧 が 低 下 し た 場 合 は 使 用 不 能 と な り ま す 。

5.5.その他

◎ 電 極 は 衝 撃 や 強 い 振 動 で 破 損 す る 事 は も ち ろ ん 、 内 部 電 極 の 加 工 部 の 破 損

や 、 内 部 液 同 士 の 混 入 等 も 起 こ り ま す の で 、 十 分 注 意 し て 下 さ い 。

◎ 電 極 を 空 気 中 に 長 期 間 さ ら し て お く と ガ ラ ス 膜 が 乾 燥 し 脱 水 現 象 が 現 れ 、

起 電 力 の 減 少 や 不 斉 電 位 の 増 大 、 特 性 の 劣 化 の 原 因 と な り ま す 。 こ の よ う

な 時 に は 約 １ 昼 夜 、 電 極 先 端 を 水 に 浸 漬 し て か ら ご 使 用 下 さ い 。

注意

◎ ガ ラ ス 電 極 は 振 動 や 衝 撃 で 破 損 し ま す 。 取 り 扱 い に は 十 分 注 意 し て 下 さ い 。

◎ 強 酸 、 強 ア ル カ リ や フ ッ 酸 を 含 む 液 で は 著 し く 寿 命 が 短 く な り ま す 。

◎ 通 気 穴 は ふ さ が な い 様 に し て 下 さ い 。

◎ 内 部 液 の 液 面 は 比 検 液 よ り 高 い 位 置 に し て 下 さ い 。

◎ 専 用 ケ ー ブ ル 以 外 で の 延 長 や 途 中 で 継 ぎ 足 す と 正 し い 測 定 が 出 来 ま せ ん 。

◎ 電 極 は 使 用 温 度 範 囲 内 で ご 使 用 下 さ い 。

◎ 端 子 G-R を 短 絡 さ せ な い で 下 さ い 。 電 池 の 寿 命 が 短 く な り ま す
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6.ガラス（金属）電極交換方法

1)ホルダーよりロケットを外しホルダー内のKCl溶液を排出します。

2)保護筒を反時計方向に回して外します。

3)座金を外します

4)電極からブッシュを抜き取ります。

5)ホルダー上部から電極を抜き取ります。

6)ホルダー上部から新しい電極を挿入します。このとき電極が破損しない様に静かに入れて下さい。

7)注意ラベル及び保護キャップを外します。

8)電極にブッシュを約43mm通します。無理に差し込むと電極が破損しますので注意して下さい。

9)ブッシュをホルダーに差し込みます。

10)座金を通します。

11)保護筒をホルダーにねじ込みます。

12)KCl溶液をホルダー上部から入れます。

13)ロケットをホルダーに取り付けます。このとき通気穴

をふさがない様注意して下さい。

43

ブッシュ

ホルダー

通気穴

電極

ブッシュ

保護筒

ロケット

KCL

座金

注意ラベル

キャップ

注意

ガラス電極は振動や衝撃で破損します。取り扱いには十分注意して下さい。


